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2022（令和４）年６月15日発行

魅力的な人社系大学院とは？

社会学コース 教授 高橋征仁

同窓会の皆様方には、大変ご無沙汰しております。山口大学に赴任してもうじき30年になります。赴任
当時の学生だった皆さんの中には、もうお子さんが大学生という方もいらっしゃるのではないでしょうか？
私は、その頃、専門にしていたL.コールバーグの道徳的発達論を離れ、その論敵であったJ.ハイトの進

化心理学や道徳心理学をベースにした研究活動を行っています。昨年行った調査研究には、甲状腺がんの
若者たちや子ども会の衰退現象、災害時の天譴論、新型コロナ対応の国際比較などがあります。どれもみ
な一筋縄ではいかない厄介な問題ですが、「社会統計学」という武器を使えば、世間の常識を超えて新たに
見えてくることもたくさんあります。
現在、大学院人文科学研究科では、教育学研究科や国際総合科学部の先生方と、人社系の総合大学院「人

間科学研究科」を新たに設立する方向で準備しています。この「人間科学研究科」は、人文科学コース・
共創科学コース・臨床心理学コースの3コースからなり、地域で活躍する高度専門職業人の養成を目的とし
ています。
地域社会の課題を解決していくには、どのような人材が必要なのか？大学院進学者にとっては、どのよ

うな教育体制やカリキュラムが魅力的なのか？大学院修了後の就職先や進学先には、どのようなものがあ
るのか？こうした点をしっかり調査研究して、「魅力のある」人社系大学院を作っていく必要があると考え
ています。そのため、大学院を修了したOB・OGをはじめ、いろんな方々にご意見を伺っている最中です。
ご協力いただいた方々には、あらためて御礼申し上げます。この同窓会報をご覧の皆様方も、ご意見がご
ざいましたら、ぜひ takahasi@yamaguchi-u.ac.jpまでお寄せください。
とても不思議なことですが、私は、歳を重ね様々な幻想が打ち砕かれ、人生に挫折するたびに、なぜか

知的好奇心がますます高まってきました。もし皆さんの中にも、知的好奇心を抑えられない方がおりまし
たら、ぜひ人文科学研究科、あるいは新設する人間科学研究科の門を叩いてみてください。きっと、次々
に変わる新しい研究スタイルの革新に驚くとともに、それでもなお変わりなく続いている人間社会への探
求心にも、驚かれることでしょう。

フィールドワークが教えてくれるもの

1992（平成４）年卒、1996（平成８）年人文科学研究科修了
渡辺 啓太

学生時代は、フィールドワークとして企業や住民の方へのヒアリングを経験しました。当時は、企業活
動を外から見るという立ち位置でしたが、今は企業に近い立場で、企業活動を支援する市場調査を仕事に
しています。
市場調査では、消費者へのアンケート調査や、各種の需給統計などを利用する方法もありますが、企業

を対象としたフィールドワーク（フィールド調査）もあります。入社した1997年頃と比べると、現在はイ
ンターネットで入手できる情報が多く、より入手しにくい情報や編集された情報が必要とされるようにな
っています。
調査の成否は、圧倒的に事前準備によるところが大きく、丁寧な準備をすることで、話題も広がり、相

手の信用も得られます。私の場合、技術者の方との面談も多く、技術内容や専門用語の理解も重要です。
他人に話を聞くというのは、シンプルなようですが、質の高い情報を得るには非常に有効だと感じます。

実際の面談では、話題の順番や相手の発話の意図を考えながら、面談を組み立てていく難しさはあります
が、これまでの蓄積に基づく考え方を知ることが出来るのは、直接面談などのフリートークの強みです。
大学の調査実習の際に、担当教官であった小谷先生から「熱意をもって聞かないと相手も応えてくれない
よ」と指導を受けたことがあります。調査の目的は変わりましたが、今でも相手への接し方の基本として、
大事にしています。
情報収集の後は、得られた内容の整理や意味を理解し、読み手に合わせて編集します。話者の立場や事
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業の位置づけ、社会環境によって、意味が変わることもあるため、注意が必要です。
大学時代の調査実習では、企業の社会貢献活動を研究テーマにしていましたが、昨今の企業活動は、社

会とのかかわり方を重視した経営が強く意識されるようになっていると感じます。
私の現在の業務は、地球温暖化対策に関連することが多いのですが、企業にとって直接的な事業収益に

なり難いのが実情ではあるものの、取り組みは加速しています。
自動車メーカーや、エネルギー会社など、超有力企業でさえ、カーボンニュートラルを実現できる確実

な見通しも、収益確保する戦略があるわけでもありませんが、まずは目標を提示することが、優先されて
います。
地球温暖化は、社会の豊かさと表裏一体であり、現在と変わらない豊かさや安心を維持したまま、CO2排

出量低減を実現するには、技術だけでなく、政策の方向性や環境規制・税金などの制度設計、また個人の
ライフスタイルに至るまで広範な取り組みが必要で、多くの人の協力なしには実現できないと思います。
大学を卒業してから30年が経ち、月日の早さを実感させられますが、カーボンニュートラルの実現目標

とされる2050年も、あっという間に来てしまいます。少しでも社会に役に立つ情報を発信できたらと思い
ます。

桜の舞う季節に思い出話を

1999（平成９）年卒 戸田（旧姓 山根）奏子

今頃椹野川の桜は、昔と変わらず満開に咲き誇っているでしょうか？
社会情勢がここ数年で大きく変わってしまいました。大学でも授業の進め方や距離感が難しい状況で、

試行錯誤しながら新たな体制・環境を作り上げていることと思います。横田先生からの依頼メールにも、
卒業生と一度もコンパができなかったことが残念だと書いてありました。
20数年前、私達は毎日のように研究室に集まっては四方山話をし、小さなコンロでご飯を作り、お酒を

酌み交わし、高橋先生に淹れて頂いたコーヒーを飲み…。時には、学部棟の玄関前で七輪を囲みさんまを
焼き、椹野川で花見や芋煮会をし…。そこには先生方はもちろん、先輩方や後輩達の姿がたくさんありま
した。コロナ禍で人との交流が難しい世の中になってしまい、学生時代にとても貴重であるはずの経験に
制限がかかっていることと思います。今思い返すと本当に好き勝手に過ごしていたなと我ながら呆れます
が、改めて私が過ごした学生時代はとても自由で恵まれていたんだなと感じます。
私は卒論で「若者の音楽消費行動」をテーマに書きました。1990年代後半の音楽シーンは、CDの売上枚

数が最多を記録し、ミリオンセラーが数多く生まれていました。また、カラオケで歌われることもヒット
の大きな要因でした。TVでは曲そのものよりも、トークや歌手のキャラクターを演出する音楽番組が多く
ありました。大学生達がどういった価値観や趣向で音楽を聴き、どのように流行りが生まれるのかをアン
ケート調査して考察しました。時は流れ、現在音楽の聴き方は当時とは大きく変わりました。サブスクや
動画配信を利用しスマホやパソコンで音楽を聴き、再生回数がヒット曲の目安になりました。多種多様な
世界中の音楽が一瞬で繋がり、機器の人工知能が個人の聴取傾向からおすすめの音楽をどんどん教えてく
れます。安価で簡単に好みの音楽を聴くことができるようになったのです。また、SNSがきっかけで人気の
出る曲がある一方で、昔の曲が思わぬ使われ方をし若者に流行ったりすることもあるようです。今の若者
の意識をアンケート調査したらどんな結果になり、どのような考察ができるだろうなあ、なんてことを考
えたりもしました。
日々深刻なニュースが流れ、世界は不安な情勢です。毎日穏やかに過ごせているのが本当に有り難いこ

となんだと感じずにはいられません。世界に平和な日常が一刻も早く訪れることを願います（2022年４月
７日執筆）。

山口大学での学びを振り返って

2022（令和４）年卒 清水萌希

この度、私たちは晴れて卒業の日を迎えることができました。これまで指導していただいた先生方をは
じめ、４年間学びを共にしてきた友人たち、温かく見守ってくれた両親、お世話になったすべての方々に
対して感謝の気持ちでいっぱいです。
私は社会心理学を専攻しましたが、大学入学前より語学を学ぶことにも強く関心を抱いていました。そ

のため、一年次には人文学部が募集する台湾研修に参加し、二年次には他学部の先生が主催するフィリピ
ンへの短期語学留学に挑戦しました。台湾研修では、現地の学生の学びに対する積極的な姿勢に圧倒され、
自分との違いに少し落ち込んでしまったというのが正直な感想でした。そこから、もっと自分を成長させ
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たいという思いが湧き、翌年度にフィリピンへの留学を決めたのです。短期間ではありましたが、英語の
習得だけではなく、様々な価値観を持つ人たちとの交流により多角的に物事を考えられるようになれたこ
とは、私にとって貴重な経験となりました。その後新型コロナウイルス感染症の流行により留学に行くこ
とが難しくなったことはとても残念であり、このコロナ禍が早く終息することを願ってやみません。
そのように語学に関心を持ちながらも社会心理学を選んだのは、過去の先輩方の卒論テーマを拝見した

ことがきっかけでした。「こういうことが研究対象になるのか！」と感動したのを覚えています。一見、個
人的で学問とは無関係に思われる事象も、その背景や人の意識などを踏まえてみると一つの社会的事象と
なりうることから、自分の興味がそのまま研究につながることに魅力を感じ、社会心理学を選びました。
私が研究したいと思っていたのは「ペット社会」についてでしたが、具体的に何に焦点をあてるべきか悩
んでいました。そこで偶然、三年次の調査実習で動物愛護団体の方々にインタビュー調査をすることとな
り、動物愛護活動をする人々に着目した卒業論文を執筆することに決めました。ペットや動物愛護に関す
る社会学的な先行研究が少ない中、どのように調査を進めるべきか苦労しましたが、個人や組織といった
立場による意識の違いなど、インタビューをする中で興味深い点が次々と浮かび、どの視点から考察すべ
きかを考えるのも今思い返すと楽しかったです。そうした調査を通して、一個人の語りの中に社会全体の
実情が還元されているという、質的調査の本質を身をもって学ぶことができたと思っています。
４年間の大学生活のうちの約半分が新型コロナウイルスの影響下にありましたが、先生方や学務の方々

のご尽力により平穏に学びを続けることができ、日常生活においても友人と過ごした何気ない日々が私に
とってかけがえのない思い出となりました。これからの新たな生活に不安や緊張もありますが、この山口
大学で得た経験を糧に成長し続けていきたいと思います。
最後になりますが、これまでお世話になった全ての方々に心より感謝申し上げます。本当にありがとう

ございました。

人文学部社会学コース第41回（通算70回）卒業生
2022（令和４）3月卒業

氏名 卒論テーマ 進路先

相島 小雪 家庭環境が承認欲求に及ぼす影響とジェンダー差― SNS の使用法に着目して マツ六株式会社

阿座上由衣 吃音者と社会の関わり―社会学視点から 阪神調剤薬局

天本 幸子 郊外住宅地における高齢者の社会参加と地域づくり―佐賀県基山町の事例― 九電ハイテック

阿部 友香 日常的に中古品売買を行う人々の実態―インタビュー調査を通して 福岡県庁

飯尾 真帆 化粧を通したケアとその役割について―メイクボランティア団体「きらめ輝山口」を事例に―

星野リゾート

五十川奈穂 非体験者による被爆体験の継承について―広島市被爆体験伝承者養成事業を事例として―

山口県商工会連合会

伊東 拓真 地域社会におけるごみ拾いという結節点―山口県の海洋ごみ拾いを事例に 株式会社大分銀行

上田 隼人 中山間地域における過疎問題と地域活性化について―島根県益田匹見町の事例―

株式会社エヌ・エス・ピー

氏田珠美子 定期市の衰退・再生と地域社会の変容

江副 正侍 子どもの遊びの変遷について―広島市安佐南区の事例から

大城 玄 移住の語られ方について イオンフードサプライ株式会社

岡田 未玲 Z 世代によるノスタルジア消費―山口県内の昭和創業喫茶店を事例に 広島県民共済生活協同組合

岡田 良輝 所得再分配におけるマキシミン原理と功利主義の選好に関する考察

奥田 萌香 現代ソーシャルメディアを通じたファンの在り方―女子大生の推し活―

有限会社 市民サービスセンター

小中尾奈美 伝統文化を創る人々の歩みと展開―大内塗を事例として― 長崎県（教育事務）

小野なつ稀 手芸活動の今日的意義 積水ハウス株式会社

金内 凜 老犬ホームにおける犬のケアをめぐって 株式会社オン・ザ・プラネット

川添 萌々 ひとり親家庭の貧困と子どもへの影響 唐津市役所

川村あづみ 結婚における「姓」をめぐる一考察 トータルマリアージュサポート

河本 楓 生きがいづくりとしての高齢者の社会参加活動と地域社会 山口県庁

北原 成望 わちゃわちゃとは何か？―アイドルオタク論と腐女子論との比較分析―

工藤 帆夏 現代の女性誌における髪の意味付け 大分瓦斯株式会社

後藤 翔太 地方空港の機能と地域社会の変容

猿渡 葵 まちに対する来街者のイメージと店舗関係者の認識―熊本市上乃裏通りを事例に―

イオンリテール株式会社
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島田 菜央 司書資格を持つ人々のキャリア形成と図書館職員の問題点 日本自動車連盟

清水 萌希 動物愛護活動に関する研究 ―動物愛護団体スタッフのインタビュー調査から 財務省門司税関

杉尾ひとみ 「カープ女子」から見る「〇〇女子」キャンペーンの課題点

染川みさと 平均顔の時代変化に関する考察―アンケート調査を用いて― 神戸市役所

田中 千愛 女性のキャリア継続についての社会学的考察―女性活躍の理想と現実― 日本生命保険相互会社

玉田 和花 芸北神楽旧舞における公演機会維持の要因について―広島県安芸太田町の川北神楽団を事例として―

広島信用金庫

田原 佳祐 韓国に対するメディアフレーム分析―竹島問題をめぐる報道を中心に 山口県庁

築城 ふみ 地域ブランドに関わる組織の特徴―大分県中津市の聖地中津からあげの会を事例として―

中津市役所
土永 遥夏 コロナ禍における大学生の自粛について 中国地方更生保護委員会

手島 遼 人文学部生における安楽死、尊厳死に対する意識調査 株式会社コスモス薬品

長尾菜々子 萩市住吉神社の御船謡について 生活協同組合コープやまぐち

仲村 茉奈 現代社会における火とのつきあい方―焚き火をめぐる団体の事例を中心に オータニグループ

舩石 亮太 商店街における官民協働によるコミュニティ活性化―小倉家守構想を事例として―

国立大学法人佐賀大学

宮崎 実周 地域づくりにおける関係人口の役割と可能性 林野庁

村岡 遼一 マスク非着用者に対する嫌悪感

村上 遥香 子どもの貧困における家庭役割の影響―乳幼児期に注目して― 株式会社ネクステージ

森 正輝 性の美容における脱毛行為の意識の研究―脱毛検討中、脱毛経験者へのインタビュー調査を通して

安田奈緒子 現代社会における子ども会の機能とその将来像 株式会社山口フィナンシャルグループ

柳田みゆう 観光まちづくりにおいて NPO法人が果たす役割について― NPO法人ゆだかつを事例として―
宮崎県庁

矢野 誠 人々の「東京」に対するイメージの変化 ―東京をうたった流行歌を事例として― 中津市役所

山田 洋美 ママ友関係におけるマウンティングの分析 山口県庁

山本 成哉 マンションにおける住民生活とコミュニティ形成の可能性 株式会社中特ホールディングス

社会学同窓会・社会学研究室からのお知らせとお願い

新型コロナウイルス感染症への対応も３年目を迎えました。残念ながら、今年度も、社会学同窓会
の総会・懇親会は中止のやむなきに至りました。
この３月には、社会学コースで学んだ 46 名の卒業生が巣立っていきました。卒業式当日の社会学同

窓会主催卒業祝賀会も、昨年同様、短縮版という形ながら、何とか開催することができました。改め
て、卒業生の皆様のご健勝を祈念いたします。
昨年 10月の「山口大学ホームカミングデー 2021」では、同窓生有志の皆様より、動画収録によるオ

ンライン同窓会開催の企画提案が研究室に寄せられ、唯一の学部企画としてこれを実施することがで
きました。準備期間が限られていたため、一部の方々のみの収録・公開となりましたが、小谷典子先
生、辻正二先生、坪郷英彦先生といった名誉教授の先生方にも近況を報告していただきました。企画
にご尽力いただいた皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。
大学の授業形態はほぼコロナ前に戻っていますが、今年初めの第６波以降、部活や飲食などにおい

て、いくつかの感染クラスターが発生したとも聞いています。キャンパス・ライフの正常化にはなお
時間がかかりそうです。

同窓会報の送付先ご住所に変更等がありましたら、ご面倒でも、下記のいずれかの方法にて、社会
学同窓会までお知らせください。

１ はがき等、郵送にてお知らせいただく場合には、下記住所宛にお送りください。
〒753-8540 山口市吉田1677-1 山口大学人文学部社会学研究室 山大社会学同窓会

２ FAXでお知らせいただく場合には、下記の番号に送信してください。
083-933-5221（社会学共用室）

３ 電子メールでお知らせいただく場合には、下記アドレス宛にご連絡ください。
socioyama78@gmail.com

ny
取り消し線

ny
テキストボックス
このアドレスは現在使用されていません。





